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　　～四千の島々～
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「シーパンドン」とはラオス語で四千の島の意味。メコンはカンボジアとラオスの国境あたりで大きく広がり、まる

で海のように島々を抱える。人はその島々の上の村でコメを作り魚をとって暮らす。雨季、人々は河をめぐる魚を求め

てリーと呼ばれる簗（やな）をすさまじい濁流にかける。流されたらまず命はない。乾季に干上がってしまう河で、リー

は慎重に準備される。

（表紙：シーパンドンの人々は、漁の時期村に戻らず川辺に小屋を建て暮らす　撮影：木口由香）


